
12月に入り、いよいよ冬が到来しました。もうすぐ最も昼が短く夜が長い冬至（12月22

日）となり、本来であれば雪が積もっていてもおかしくない季節ですが、気象庁の予想通り、

暖冬のためか今のところ気温は例年よりも暖かい日が続いています。それでも朝晩は冷え込

んでいるため、気温の変化に対応した服装をして風邪などの感染症から身を守りましょう。

2023年ももうわずかです。 1年の締めくくりの時期でもあるので、やり残したことを済

ませ、気持ちよく新年を迎える準備の時期としましょう。

特に健康診断での再検査やからだの不調箇所がある場合、年末年始は医療機関も休業します

ので、早めに受診してください。また、この時期は、県外への移動や多人数での会食の機会

が増えると思います。新型コロナやインフルエンザに感染する可能性もありますので、感染

対策にも気を付けましょう。新型コロナ、またはインフルエンザと診断された場合は、下記

の早見表に従って行動し、保健管理センターのHPから報告してください。

～保健管理センターからのお知らせ～

健康だより
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https://www.akita-u.ac.jp/hkc/eventa/item_pro_83.html


◆胃腸炎に注意！

◆しっかりと休養を！

しっかり体を休め、心と体のエネルギーチャージをしましょう。

気温が低くなり、日が短くなってくると誰でも少し鬱々としてくるものです。そんな時は心

と体のバランスも崩れやすくなり、風邪をひいたり、抑うつ的な気持ちになったりすること

があります。1週間のなかに休養日をつくり、のんびり過ごす時間があっても良いのではな

いでしょうか。

◆12月1日は世界エイズデー

◎心身の健康について相談したい時は保健管理センターへ･･･ TEL 018-889-2955


